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第3回 心理 学フ ォー ラム
日　 時:2016年3月6日(日)
　　　　午 後2時 ～午 後4時30分
場 所:神 戸親和女子 大学
　　　　三 宮サ テライ トキ ャンパス
　 今回 の フォー ラム は、 「就 活生 の心理 とサポ ー
トー保護者 と考 え る就職支援 のあ り方 一」 と題 し
講 演が行われま した。 参加者 は、本学学生 お よび
保護者 、大 学キ ャ リアセ ンター職員、 ハ ローワー
ク職員 な ど33名に出席 いただ きま した。
　 リーマ ンシ ョック直後、 大学 生の採 用状 況 は大
き く悪 化 しま したが、年 々好転 して きて います。
しか し、何 社 も採 用試 験を受 けて も内定を得 られ
ない学生、 不採用 通知 を受 け続 ける中で次 第 に自
信 をな くし就活その ものをやめて しまう学生、 自
分 を見失 う学生 な どな ど、 大変 さは依 然 と して変
わ ってい ません。 このよ うな状況に対 して、心 理
学 や教 育学 、そ して支援 にあた る現場 の観 点か ら
学生 たち にどの ようなサ ポー トが必要 か、 またサ
ポー トに当た る人 々 はどのよ うな姿勢 、考 えが必
要 か にっ いて考 え るフォーラムとな りま した。
　 フォーラムで はまず、本学心 理学科 の辻 川典 文
氏 とキ ャリアセ ンター本間ひ ろみ氏の2名 が話 題
提 供 と して講演を行 いま した。 辻川氏 は、就職 活
動 にかかわ る過去 の ア ンケー ト調査の結果 を もと
に 「就 活生 に対 す るソーシャルサ ポー ト」 と題 し
て講演 を行 い ま した。就活生 のサ ポー トの主 な担
い手 は 「友人、親、 キ ャ リアセ ンター」 であ るこ
と、そ して、その中で も常 にそばか ら見守 れ る親
の役割 の重要性 につ いて説 明が行われ ま した。 本
間氏 は、キ ャ リアセ ンターで学 生支援 にあた る中
での経 験を踏 まえて 「学生 の言 葉か ら見え る保護




































　就職 活動 中の本学学生 を持つ保護者 の方 を念 頭
に置 いた フォー ラムで したが、 思いの ほか、様 々
な大学 のキ ャ リアセ ンターやハ ローワークの職 員
の方 々な ど学生 のサ ポー トに当た る様 々な立場 の
方 にご参加 いただ きま した。 その分講 師の方 々の
ほうも保護 者だ けでな く、就職 活動 を支援 す る立
場 の職種 に向 けた内容 にも広 げていただ いた こと
で、厚みのある有意義 なフォーラムとなりま した。
心 理学 の領 域で はあ まり取 り上 げ られな いテーマ
であ ったので、貴重 な時間で あった と思 います。
